宝塚少女歌劇によるレビューの受容についての考察:(1)「モン・パリ」受容の背景 by 太田 鈴子
宝
塚
少
女
歌
劇
に
よ
る
レ
ビ
ュ
ー
の
受
容
に
つ
い
て
の
考
察
太
田
鈴
子
１
「
レ
ヴ
ユ
ウ
吾
が
モ
ン
巴
里
パ
リ
よ
！
」
の
成
功
に
よ
る
宝
塚
少
女
歌
劇
の
自
負
『
宝
塚
少
女
歌
劇
二
十
年
史
』
（
昭
和
八
年
発
行
）
に
は
、
宝
塚
少
女
歌
劇
が
、
そ
の
社
会
的
使
命
の
も
と
に
、
大
衆
音
楽
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
と
い
う
自
負
が
随
所
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
少
女
歌
劇
団
は
、
単
に
娯
楽
を
売
る
た
め
に
企
業
が
作
っ
た
集
団
で
は
な
く
、
新
し
い
時
代
の
セ
ン
ス
と
教
養
を
国
民
が
高
め
て
い
く
よ
う
、
国
民
の
嗜
好
に
沿
っ
て
発
展
し
て
き
た
劇
団
で
あ
る
と
い
う
自
負
で
あ
る
。
宝
塚
少
女
歌
劇
は
そ
の
創
設
の
第
一
歩
か
ら
、
つ
ね
に
民
衆
と
手
を
組
み
、
と
も
に
歌
ひ
、
と
も
に
楽
し
む
音
楽
芸
術
を
目
標
と
し
て
歩
ん
で
来
た
（
注
１
）。
と
「
中
劇
場
時
代
」
の
章
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
中
劇
場
は
、
一
九
二
三
（
大
正
十
二
）
年
一
月
に
全
焼
し
た
公
会
堂
劇
場
に
代
わ
っ
て
三
月
に
竣
工
し
た
新
劇
場
で
あ
る
。
ま
た
同
じ
章
に
久
松
一
声
が
、
少
女
歌
劇
の
絶
対
価
値
を
「
純
潔
さ
に
、
無
邪
気
さ
に
、
清
い
美
と
率
直
な
素
人
ら
し
さ
」
に
あ
る
と
し
、
そ
の
「
個
性
に
基
づ
い
て
、
新
時
代
の
民
衆
を
目
標
に
演
劇
形
式
の
新
分
野
を
創
造
し
た
」
と
、
民
衆
の
新
時
代
を
見
据
え
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
歌
劇
団
に
よ
っ
て
歌
わ
れ
た
歌
が
、
直
ぐ
民
衆
の
間
で
親
し
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
と
述
べ
て
い
る
。
輸
入
音
楽
の
伝
統
に
囚
は
れ
る
こ
と
な
く
、
わ
が
独
自
の
立
場
か
ら
極
め
て
自
由
な
心
持
で
新
し
い
道
の
開
拓
に
進
み
、
社
会
の
動
き
に
留
意
し
て
、
絶
え
ず
新
時
代
の
大
衆
音
楽
を
リ
ー
ド
す
る
の
使
命
を
果
し
た
の
で
あ
る
。
従
つ
て
枚
挙
す
る
に
遑
の
な
い
程
無
数
の
童
謡
、
民
謡
、
流
行
歌
等
が
、
宝
塚
か
ら
大
衆
の
間
に
送
ら
れ
、
多
く
の
民
衆
の
心
を
キ
ヤ
ツ
チ
し
た
の
で
あ
つ
た
（
注
２
）。
中
劇
場
建
設
以
前
か
ら
構
想
し
て
い
た
と
い
う
四
千
人
収
容
の
大
劇
場
を
、
小
林
一
三
は
、
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
七
月
に
竣
工
し
、
国
民
劇
の
創
設
の
問
題
を
研
究
し
、
試
す
場
と
し
て
の
有
効
性
を
説
い
て
い
る
。
さ
ら
に
、
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
五
月
一
四
日
に
発
表
さ
れ
た
株
式
会
社
東
京
宝
塚
劇
場
設
立
の
意
見
書
を
阪
急
の
株
主
に
提
出
し
た
小
林
一
三
は
、
東
京
宝
塚
劇
場
建
設
に
つ
い
て
も
ほ
ぼ
同
様
の
主
旨
を
述
べ
て
い
る
。十
数
年
来
私
の
理
想
で
あ
る
大
劇
場
、
そ
れ
に
よ
つ
て
の
み
初
め
て
創
成
し
得
べ
き
国
民
劇

（
中
略
）
い
つ
も
時
代
の
尖
端
を
き
つ
て
一
世
を
指
導
し
て
ゐ
る
宝
塚
一
党
の
プ
ラ
イ
ド
は
国
民
劇
創
成
の
旗
印
を
立
て
一
年
六
回
の
東
京
公
演
を
断
行
す
る
事
に
就
て
、
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学
苑
文
化
創
造
学
科
紀
要
第
八
二
九
号
三
〇
～
三
七
（
二
〇
〇
九
一
一
）
「
モ
ン
パ
リ
」
受
容
の
背
景
少
し
も
、
不
安
を
感
じ
な
い
の
で
、
此
際
東
京
に
も
大
劇
場
を
作
つ
て
、
安
く
、
面
白
く
家
庭
本
位
に
、
清
い
朗
ら
か
な
宝
塚
一
党
に
よ
つ
て
の
み
見
ら
れ
得
る
将
来
の
国
民
劇
を
御
覧
に
入
れ
た
い
（
注
３
）。
宝
塚
少
女
歌
劇
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
オ
ペ
ラ
や
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
単
に
模
倣
す
る
の
で
は
な
く
、
江
戸
時
代
か
ら
続
い
て
い
る
歌
舞
伎
を
基
調
に
し
て
い
る
芝
居
や
舞
踊
に
新
味
な
も
の
を
加
え
、
大
衆
の
音
楽
を
新
時
代
に
リ
ー
ド
す
る
と
い
う
使
命
を
持
ち
、
時
代
の
尖
端
に
あ
っ
て
国
民
が
好
む
舞
台
す
な
わ
ち
「
国
民
劇
」
を
、
少
女
歌
劇
と
い
う
清
ら
か
な
朗
ら
か
な
少
女
が
歌
い
演
じ
、
健
全
な
生
活
を
営
む
国
民
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
舞
台
創
り
を
宣
言
し
、
そ
の
成
功
へ
の
自
信
を
表
明
し
て
い
る
。
別
の
視
点
で
見
る
と
、
こ
れ
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
読
み
手
は
、
宝
塚
少
女
歌
劇
に
理
解
の
あ
る
者
、
ま
た
は
舞
台
の
フ
ァ
ン
で
あ
る
者
で
、
ど
の
よ
う
な
自
負
に
あ
ふ
れ
た
文
面
で
も
支
持
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
理
想
に
満
ち
た
夢
は
、
単
に
支
持
者
に
向
け
た
自
負
だ
け
で
は
実
現
せ
ず
、
経
済
的
な
基
盤
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
東
京
の
大
劇
場
建
設
を
表
明
し
た
年
は
、
第
一
次
大
戦
後
の
好
景
気
か
ら
一
変
し
て
一
九
二
九
年
一
〇
月
二
四
日
、
「
暗
黒
の
木
曜
日
」
（
B
la
ck
T
h
u
rsd
a
y
）
の
株
の
暴
落
、
さ
ら
に
翌
週
二
九
日
、
「
悲
劇
の
火
曜
日
」
（
T
ra
g
ed
y
T
u
esd
a
y
）
に
始
ま
っ
た
投
資
家
の
資
金
の
引
き
上
げ
な
ど
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
の
経
済
破
綻
や
、
一
九
三
一
年
五
月
一
一
日
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
ア
ン
シ
ュ
タ
ル
ト
（
C
red
ita
n
sta
lt）
の
破
綻
か
ら
大
不
況
が
世
界
的
に
始
ま
り
、
関
東
大
震
災
や
昭
和
金
融
恐
慌
で
弱
体
化
し
て
い
た
日
本
も
経
済
的
に
危
機
状
態
に
陥
っ
た
。
世
界
恐
慌
と
も
言
わ
れ
る
経
済
危
機
か
ら
、
日
本
は
満
州
、
台
湾
へ
貿
易
の
対
象
を
求
め
経
済
政
策
の
転
換
を
目
ざ
し
て
い
く
が
、
こ
の
時
期
に
、
東
京
に
大
劇
場
建
設
を
行
う
こ
と
を
表
明
す
る
小
林
一
三
に
「
国
民
劇
」
成
功
へ
の
自
信
が
う
か
が
え
る
。
『
宝
塚
少
女
歌
劇
二
十
年
史
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
附
録
」
の
一
つ
に
、「
宝
塚
新
温
泉
入
場
人
員
并
歌
劇
公
演
回
数
表
」
が
あ
る
。
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
は
、
関
東
大
震
災
の
年
で
あ
る
が
、
年
間
入
場
者
数
は
、
そ
れ
で
も
前
々
年
よ
り
五
万
人
増
え
約
七
六
万
人
で
あ
る
。
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
は
、
七
月
に
宝
塚
大
劇
場
が
新
築
さ
れ
、
年
間
入
場
者
数
は
五
〇
万
人
も
急
激
に
増
加
し
て
一
二
〇
万
人
弱
と
な
っ
た
。
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
＝
約
一
一
三
万
人
一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
＝
約
九
八
万
人
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
＝
約
一
一
五
万
人
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
＝
約
一
一
二
万
人
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
＝
約
一
二
三
万
人
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
＝
約
一
一
七
万
人
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
＝
一
二
〇
万
人
強
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
＝
一
二
〇
万
人
大
正
一
四
年
以
降
昭
和
七
年
ま
で
、
年
間
公
演
回
数
は
一
二
回
と
変
化
が
な
い
。
温
泉
入
場
者
の
動
員
数
に
は
世
界
恐
慌
の
影
響
が
見
ら
れ
な
い
。
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
以
前
よ
り
、
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
以
降
の
方
が
か
え
っ
て
増
え
て
い
る
。
宝
塚
少
女
歌
劇
団
の
国
民
劇
創
成
の
方
向
性
が
、
観
客
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
自
負
は
、
単
な
る
ア
ピ
ー
ル
で
は
な
く
、
収
入
の
確
保
と
い
う
経
済
的
基
盤
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
基
盤
が
東
京
へ
の
進
出
、
東
京
に
大
劇
場
を
建
設
す
る
と
い
う
決
意
に
現
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
入
場
者
の
数
字
を
よ
く
見
る
と
、
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
は
前
年
よ
り
七
万
人
ほ
ど
減
少
し
て
い
る
。
四
千
人
収
容
の
大
劇
場
と
は
な
っ
た
が
、
曲
目
の
種
類
は
、
舞
踊
劇
、
お
伽
噺
劇
、
歌
劇
、
喜
歌
劇
と
中
劇
場
時
代
と
変
わ
ら
ず
、
大
舞
台
に
見
合
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っ
た
演
目
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
危
機
感
を
持
っ
た
で
あ
ろ
う
小
林
一
三
は
、
研
究
の
た
め
に
欧
米
へ
制
作
者
た
ち
を
派
遣
し
、
新
演
目
の
創
作
を
す
す
め
た
。
２
レ
ビ
ュ
ー
「
モ
ン
パ
リ
」
の
成
功
海
外
派
遣
に
よ
っ
て
ま
ず
成
果
を
あ
げ
た
の
は
、
作
曲
担
当
の
高
木
和
夫
に
続
い
て
、
一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
一
月
七
日
（
注
４
）神
戸
か
ら
香
取
丸
で
出
帆
し
た
、
脚
本
の
作
者
で
あ
る
岸
田
辰
彌
（
注
５
）で
あ
る
。
岸
田
は
、
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
五
月
に
帰
朝
し
た
。
岸
田
辰
彌
が
海
外
視
察
を
し
て
い
た
一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
に
は
、
入
場
者
は
一
〇
〇
万
人
を
割
っ
て
い
た
が
、
岸
田
の
お
土
産
公
演
「
レ
ヴ
ユ
ウ
吾
が
モ
ン
巴
里
パ
リ
よ
！
（
以
降
通
称
の
「
モ
ン
・
パ
リ
」
と
表
記
す
る
）」
は
、
そ
の
年
の
九
月
に
日
本
に
お
け
る
最
初
の
レ
ビ
ュ
ー
と
の
触
れ
込
み
で
上
演
さ
れ
、
入
場
者
数
は
一
一
五
万
人
に
増
加
し
、
大
劇
場
の
集
客
に
大
き
な
貢
献
を
果
た
し
た
。
「
レ
ヴ
ユ
ー
時
代
来
る
（
注
６
）」
と
い
う
記
事
で
享
楽
的
な
志
向
、
感
覚
的
な
刺
激
を
レ
ビ
ュ
ー
の
特
色
と
し
て
あ
げ
、
欧
米
で
は
演
劇
界
の
新
勢
力
と
な
り
、
近
代
生
活
の
中
か
ら
う
ま
れ
た
レ
ビ
ュ
ー
を
楽
し
む
こ
と
こ
そ
が
近
代
人
だ
と
、
レ
ビ
ュ
ー
を
最
前
線
に
あ
る
娯
楽
と
し
て
強
調
し
て
い
る
。
レ
ヴ
ユ
ー
は
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
世
界
に
享
楽
的
な
刺
激
を
与
へ
ん
が
た
め
に
、
近
代
生
活
の
欲
求
に
よ
つ
て
生
れ
た
一
つ
の
新
ら
し
い
演
劇
形
式
で
あ
る
。
そ
れ
は
恰
も
所
謂
近
代
人
が
、
末
梢
的
鋭
敏
な
感
受
性
と
、
軽
く
て
明
る
い
機
智
と
を
有
し
て
、
生
活
の
、
感
覚
方
面
の
み
を
追
ひ
求
め
る
享
楽
的
な
刺
激
に
よ
つ
て
生
き
て
ゐ
る
と
同
じ
や
う
に
、
レ
ヴ
ユ
ー
の
醸
し
出
す
雰
囲
気
も
ま
た
只
感
覚
の
世
界
で
あ
る
。
在
来
の
演
劇
が
既
に
行
き
つ
く
と
こ
ろ
ま
で
到
達
し
て
、
よ
り
新
し
き
何
も
の
を
も
附
加
す
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
り
、
演
劇
は
行
き
詰
つ
た
と
い
ふ
声
が
世
界
的
に
喧
し
く
叫
ば
れ
た
が
、
レ
ヴ
ユ
ー
は
そ
の
在
来
の
演
劇
の
行
き
詰
ま
り
か
ら
脱
出
し
て
、
刺
激
的
な
新
し
き
一
分
野
を
開
拓
し
た
。
（
中
略
）
そ
し
て
大
戦
後
の
欧
米
劇
壇
は
こ
の
レ
ヴ
ユ
ー
と
い
ふ
新
勢
力
に
よ
つ
て
、
完
全
に
圧
倒
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
岸
田
辰
彌
は
「
「
吾
が
モ
ン
巴
里
パ
リ
よ
」
を
上
演
す
る
に
つ
い
て
（
注
７
）」
で
、
舞
台
装
置
に
経
費
が
か
か
る
こ
と
を
心
配
し
て
、
予
算
要
求
が
困
難
な
原
因
を
民
衆
の
嗜
好
に
見
て
い
る
。
日
本
で
は
ま
だ
民
衆
の
生
活
が
呑
気
で
悠
長
で
古
い
見
慣
れ
た
芝
居
を
好
む
人
が
多
い
た
め
に
、
新
奇
な
レ
ビ
ュ
ー
に
観
客
を
動
員
で
き
な
い
と
考
え
、
会
社
に
レ
ビ
ュ
ー
の
装
置
に
か
か
る
多
額
な
費
用
を
要
求
す
る
こ
と
を
躊
躇
し
て
い
る
。
舞
台
の
構
造
、
設
備
の
不
完
全
さ
か
ら
レ
ビ
ュ
ー
効
果
を
発
揮
で
き
ず
、
そ
の
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
「
世
の
中
に
立
ち
お
く
れ
た
と
い
ふ
事
位
、
悪
い
結
果
を
も
た
ら
す
も
の
は
有
り
ま
せ
ん
。
常
に
一
歩
づ
ゝ
人
に
先
ん
じ
て
居
る
事
が
最
も
大
切
な
事
で
あ
り
ま
す
」
と
レ
ビ
ュ
ー
を
受
容
し
な
い
こ
と
の
マ
イ
ナ
ス
面
を
訴
え
て
い
る
。
岸
田
辰
彌
が
、
パ
リ
で
見
た
も
の
、
接
し
た
も
の
に
感
じ
た
強
い
衝
撃
を
、
こ
の
よ
う
に
、
日
本
の
民
衆
の
近
代
劇
に
対
す
る
遅
れ
た
意
識
を
指
摘
す
る
こ
と
で
表
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
小
林
一
三
の
決
断
に
よ
り
「
多
少
の
犠
牲
を
払
つ
て
も
、
先
づ
、
先
鞭
を
つ
け
な
け
れ
ば
」
と
上
演
が
実
現
し
た
「
モ
ン
パ
リ
」
は
、
「
未
曾
有
の
大
成
功
を
獲
得
」
し
、
一
九
二
七
年
の
入
場
者
数
は
前
年
を
二
〇
万
人
も
超
え
る
一
一
五
万
人
に
増
加
し
、
宝
塚
少
女
歌
劇
と
し
て
は
最
初
の
長
期
続
演
の
記
録
を
作
っ
た
（
注
８
）。
こ
の
レ
ビ
ュ
ー
は
、
幕
無
し
一
六
場
、
登
場
人
物
延
べ
何
百
人
、
白
井
鐵
造
が
振
付
を
担
当
し
た
日
本
最
初
の
ラ
イ
ン
ダ
ン
ス
と
言
わ
れ
る
「
汽
車
の
踊
り
」
を
含
み
、
生
き
た
菊
人
形
の
如
き
何
十
段
返
し
な
ど
、
予
想
を
超
え
た
大
仕
掛
け
で
豪
華
な
珍
し
い
舞
台
で
、
田
畑
き
よ
子
（
参
考
文
献
6）
は
「
宝
塚
が
レ
ビ
ュ
ー
に
力
を
注
ぐ
契
機
と
な
っ
た
作
品
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
レ
ビ
ュ
ー
「
モ
ン
パ
リ
」
の
内
容
は
、
橋
本
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雅
夫
に
よ
れ
ば
「
主
人
公
の
串
田
が
、
神
戸
を
出
帆
し
て
、
中
国
イ
ン
ド
エ
ジ
プ
ト
を
め
ぐ
り
、
パ
リ
へ
行
く
ま
で
の
旅
を
タ
テ
糸
に
、
様
々
な
踊
り
や
ロ
マ
ン
ス
を
織
り
こ
ん
だ
簡
単
な
も
の
」
で
あ
っ
た
が
、
「
音
楽
を
基
盤
に
、
歌
、
ダ
ン
ス
、
ド
ラ
マ
な
ど
あ
ら
ゆ
る
要
素
を
含
み
、
急
速
な
テ
ン
ポ
と
自
由
性
を
も
つ
新
形
式
の
音
楽
劇
で
あ
っ
た
。
腕
や
脚
を
露
出
し
た
モ
ダ
ン
な
衣
装
な
ど
も
、
観
客
に
ア
ピ
ー
ル
し
大
反
響
を
呼
ん
だ
（
注
９
）」
と
い
う
。
岸
田
辰
彌
が
問
題
と
し
て
い
た
経
費
は
、
「
良
い
も
の
な
ら
、
い
く
ら
経
費
が
か
か
っ
て
も
や
れ
」
と
い
う
小
林
一
三
の
決
断
に
よ
り
解
決
し
た
が
、
衣
装
と
舞
台
装
置
の
制
作
費
は
そ
れ
ま
で
の
一
年
分
を
要
す
る
額
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
成
功
に
よ
り
、
少
女
歌
劇
の
繁
栄
と
拡
張
を
期
待
で
き
る
と
い
う
評
価
を
得
て
、
レ
ビ
ュ
ー
の
上
演
に
精
進
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
後
、
多
く
の
レ
ビ
ュ
ー
作
品
が
上
演
さ
れ
た
（
注
）。
レ
ビ
ュ
ー
作
品
の
種
が
尽
き
よ
う
と
す
る
時
、
岸
田
辰
彌
に
続
い
て
一
年
余
り
欧
米
に
派
遣
さ
れ
た
白
井
鐵
造
は
、
一
九
三
〇
年
八
月
に
帰
国
し
、
レ
ビ
ュ
ー
「
パ
リ
ゼ
ッ
ト
」
を
自
身
の
作
で
高
木
和
夫
が
曲
を
つ
け
上
演
し
、「
パ
リ
以
上
に
パ
リ
ら
し
い
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
好
評
を
博
し
た
。
少
女
歌
劇
の
レ
ビ
ュ
ー
が
得
た
評
判
に
つ
い
て
『
宝
塚
少
女
歌
劇
二
十
年
史
』
は
、
「
実
に
日
本
の
レ
ヴ
ユ
ー
は
岸
田
辰
彌
氏
に
よ
つ
て
紹
介
せ
ら
れ
、
白
井
鐵
造
氏
に
よ
つ
て
成
就
さ
れ
た
と
い
ふ
も
敢
て
過
言
で
は
あ
る
ま
い
と
信
ず
る
。
而
し
て
こ
れ
ら
の
す
べ
て
の
レ
ヴ
ユ
ー
が
、
わ
が
宝
塚
大
劇
場
よ
り
生
れ
た
る
こ
と
を
考
ふ
る
と
き
、
日
本
劇
壇
に
新
生
命
を
移
植
せ
る
宝
塚
少
女
歌
劇
の
特
種
な
る
存
在
を
誇
り
得
る
と
思
ふ
。」
（
p
167）
と
、
宝
塚
少
女
歌
劇
団
が
、
日
本
に
お
け
る
新
し
い
舞
台
の
あ
り
方
を
開
拓
し
、
成
就
し
た
、
一
つ
の
舞
台
の
あ
り
方
を
確
立
し
た
と
、
そ
の
歌
劇
史
に
記
し
自
ら
誇
っ
て
い
る
。
岸
田
辰
彌
が
、
日
本
の
民
衆
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
と
悲
観
的
に
な
っ
て
い
た
舞
台
芸
術
は
、「
モ
ン
パ
リ
」
に
お
い
て
実
現
さ
れ
、「
モ
ン
パ
リ
」
の
観
客
は
、
岸
田
が
考
え
る
古
い
芝
居
を
好
む
民
衆
と
は
異
な
り
、
新
奇
な
舞
台
に
飛
び
つ
い
た
。
岸
田
が
パ
リ
で
受
け
た
衝
撃
が
「
モ
ン
パ
リ
」
で
表
現
さ
れ
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
岸
田
が
訪
れ
た
頃
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
パ
リ
に
滞
在
し
、
舞
台
を
見
て
ま
わ
っ
て
い
た
岩
田
豊
雄
の
見
た
パ
リ
は
、
岸
田
が
表
現
し
な
か
っ
た
面
を
捉
え
て
い
る
。
３
一
九
二
五
年
頃
の
モ
ン
マ
ル
ト
ル
岸
田
辰
彌
は
、
パ
リ
、
モ
ン
マ
ル
ト
ル
の
パ
ラ
ー
ス
座
で
「
モ
ン
パ
リ
」
を
見
た
と
語
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
関
し
て
、
橋
本
雅
夫
は
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。
さ
て
、
初
演
の
『
モ
ン
パ
リ
』
が
大
ヒ
ッ
ト
し
た
要
因
の
ひ
と
つ
に
、
主
題
歌
の
素
晴
ら
し
さ
が
あ
っ
た
。
「
う
る
わ
し
の
思
い
出
モ
ン
巴
里
我
が
巴
里
た
そ
が
れ
時
の
そ
ぞ
ろ
歩
き
や
ゆ
き
交
う
人
も
い
と
楽
し
げ
に
恋
の
さ
さ
や
き
あ
の
日
の
頃
の
我
を
思
え
ば
心
は
躍
る
よ
う
る
わ
し
の
思
い
出
モ
ン
巴
里
我
が
巴
里
」
こ
の
元
歌
は
、
一
九
二
五
年
に
パ
リ
の
パ
ラ
ー
ス
座
で
上
演
さ
れ
た
レ
ビ
ュ
ー
『
パ
リ

ヴ
ォ
ワ
イ
ユ
ー
ル
』
の
主
題
歌
で
、
作
曲
は
V
IN
C
E
N
T
S
C
O
T
T
O
と
言
わ
れ
て
い
る
。
元
歌
の
歌
詞
も
パ
リ
の
街
を
た
た
え
た
も
の
だ
が
、
岸
田
辰
彌
さ
ん
は
こ
れ
に
自
ら
の
パ
リ
へ
の
思
い
を
詠
み
こ
ん
だ
。
初
演
で
活
躍
し
た
奈
良
美
也
子
ら
花
組
生
徒
の
歌
声
が
、
放
送
開
始
ま
も
な
い
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
の
電
波
に
乗
っ
て
全
国
に
流
れ
た
。
た
ま
た
ま
、
そ
の
頃
か
ら
普
及
し
始
め
た
蓄
音
機
が
、
こ
れ
に
拍
車
を
か
け
た
。
昭
和
4年
に
日
本
コ
ロ
ン
ビ
ア
か
ら
売
り
出
さ
れ
た
「
モ
ン
パ
リ
」
の
主
題
歌
レ
コ
ー
ド
は
、
何
と
10万
枚
と
い
う
売
上
を
記
録
し
た
と
い
う
（
注
）。
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橋
本
雅
夫
は
、
ラ
ジ
オ
と
レ
コ
ー
ド
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
が
「
モ
ン
パ
リ
」
と
い
う
レ
ビ
ュ
ー
の
話
題
を
よ
り
広
範
囲
に
伝
え
る
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
パ
リ
へ
の
思
い
を
詠
み
こ
ん
だ
と
さ
れ
る
次
の
冒
頭
部
分
を
省
い
て
い
る
。
一
年
余
り
の
永
き
旅
路
に
も
恙
な
く
帰
る
こ
の
身
ぞ
い
と
嬉
し
き
め
ず
ら
し
き
外 と
つ
国
の
う
る
わ
し
の
思
い
出
や
わ
け
て
も
忘
れ
ぬ
パ
リ
の
都
よ
こ
の
冒
頭
は
、
岸
田
辰
彌
が
創
作
し
た
旅
路
を
展
開
す
る
脚
本
に
沿
っ
た
内
容
の
歌
詞
で
あ
る
。
岸
田
辰
彌
が
見
た
舞
台
は
「
パ
リ
ヴ
ォ
ワ
イ
ユ
ー
ル
」
と
の
こ
と
だ
が
、
お
そ
ら
く
『
P
a
ris
V
o
y
a
g
eu
r
』
（
パ
リ
の
旅
人
）
で
あ
ろ
う
。
元
歌
の
「
M
O
N
P
A
R
IS
（
モ
ン
パ
リ
）」
は
、
次
の
歌
詞
で
あ
る
。
A
h
!
q
u
・il
 eta
it
b
ea
u
m
o
n
v
illa
g
e,
M
o
n
P
a
ris,
n
o
tre
P
a
ris!
（
あ
あ
、
な
ん
て
美
し
か
っ
た
ん
だ
、
私
の
村
、
私
の
パ
リ
、
私
た
ち
の
パ
リ
よ
）
O
n
n
・y
p
a
rla
it
q
u
・u
n
seu
l
la
n
g
a
g
e,
（
皆
同
じ
言
葉
で
話
し
、
分
っ
て
も
ら
え
た
）
（
中
略
）
N
o
u
s
n
・a
v
io
n
s
p
a
s
d
・m
 etro
n
i
d
・a
u
to
ca
rs
P
a
ris
sem
b
la
it
u
n
g
ra
n
d
v
illa
g
e
Q
u
・o
n
 eta
it
b
ien
su
r
les
b
o
u
l・v
a
td
s.
（
地
下
鉄
も
、
自
動
車
も
な
か
っ
た
。
パ
リ
は
大
き
な
村
み
た
い
な
感
じ
だ
っ
た
。
大
通
り
に
立
つ
と
、
ほ
ん
と
に
気
持
ち
が
よ
か
っ
た
）
老
人
が
、
同
じ
言
葉
を
話
す
者
が
暮
ら
し
、
開
放
的
で
、
女
も
男
も
無
邪
気
に
踊
っ
て
い
た
古
い
昔
の
パ
リ
を
、
本
当
の
美
し
い
パ
リ
だ
と
懐
か
し
む
。
今
パ
リ
は
言
葉
も
通
じ
な
い
見
知
ら
ぬ
人
た
ち
の
街
と
な
り
、
老
人
は
ま
る
で
旅
人
の
よ
う
で
あ
る
と
歌
う
。
岸
田
辰
彌
が
「
モ
ン
パ
リ
」
の
ヒ
ン
ト
を
得
た
パ
ラ
ー
ス
座
の
舞
台
は
、
一
九
二
七
年
公
開
さ
れ
た
映
画
『
モ
ン
パ
リ
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
映
画
は
無
声
映
画
で
、
パ
リ
の
レ
ヴ
ュ
ー
を
世
に
紹
介
す
る
目
的
を
も
っ
て
ア
レ
ッ
ク
ス
ナ
ル
パ
氏
が
製
作
し
た
映
画
で
ク
レ
マ
ン
ヴ
ォ
ー
テ
ル
氏
が
特
に
執
筆
し
た
原
作
を
ジ
ョ
エ
フ
ラ
ン
シ
ス
氏
が
脚
色
監
督
し
た
も
の
。
本
映
画
の
約
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
レ
ヴ
ュ
ー
の
シ
ー
ン
は
パ
リ
一
流
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ホ
ー
ル
の
フ
ォ
ー
リ
イ
ベ
ル
ジ
ェ
ー
ル
座
ム
ー
ラ
ン
ル
ウ
ジ
ュ
座
及
び
パ
レ
ス
座
の
舞
台
を
撮
影
し
た
も
の
で
、
パ
テ
カ
ラ
ー
で
着
色
し
て
あ
る
（
注
）。
あ
ら
す
じ
は
、
レ
ビ
ュ
ー
の
好
き
な
お
針
子
が
ふ
と
し
た
き
っ
か
け
で
女
優
と
な
る
と
い
う
も
の
で
、
歌
詞
か
ら
想
像
す
る
「
パ
リ
ヴ
ォ
ワ
イ
ユ
ー
ル
」
と
も
、
岸
田
の
作
と
も
似
て
い
な
い
。
パ
リ
紹
介
の
映
画
で
あ
ろ
う
。
元
歌
の
「
M
O
N
P
A
R
IS
（
モ
ン
パ
リ
）」
の
昔
の
パ
リ
は
幸
せ
な
村
だ
っ
た
と
い
う
歌
詞
は
、
第
一
次
大
戦
後
の
パ
リ
を
よ
く
表
わ
し
て
い
る
。
岩
田
豊
雄
（
筆
名
、
獅
子
文
六
）
は
、
二
九
歳
だ
っ
た
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
か
ら
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
と
、
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
か
ら
一
年
間
パ
リ
に
滞
在
し
、
見
聞
の
記
録
や
そ
れ
を
題
材
に
小
説
を
書
き
、
パ
リ
を
語
っ
て
い
る
が
、『
舶
来
雑
貨
店
』
（
昭
和
二
四

六
愛
翠
書
房
）
に
「
人
種
人
種
人
種
」
と
い
う
小
説
風
の
小
話
が
あ
る
。
「
巴
里
ほ
ど
外
国
人
の
集
る
都
会
は
な
い
し
、
巴
里
人
ほ
ど
外
国
人
を
見
る
眼
の
肥
え
た
者
は
な
い
。
だ
が
ま
た
彼
等
ほ
ど
外
国
人
に
対
し
て
口
の
悪
い
人
間
も
少
い
の
で
あ
る
。
」
と
書
き
出
し
、
イ
ギ
リ
ス
人
、
ア
メ
リ
カ
人
な
ど
日
本
人
も
交
え
な
が
ら
各
国
民
の
特
色
を
評
し
、
最
後
の
ギ
リ
シ
ャ
人
で
笑
え
る
落
ち
を
用
意
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
当
時
パ
リ
は
人
種
の
坩
堝
だ
っ
た
。
ル
イ
シ
ュ
バ
リ
エ
は
『
歓
楽
と
犯
罪
の
モ
ン
マ
ル
ト
ル
』
で
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
パ
リ
の
モ
ン
マ
ル
ト
ル
が
パ
リ
の
中
で
特
に
歓
楽
の
狂
気
に
ふ
さ
わ
し
い
状
態
を
作
り
出
し
た
の
は
、
高
価
な
娯
楽
場
に
押
し
か
け
た
「
外
国
人
の
集
中
」
だ
と
言
っ
て
、
「
戦
前
の
遊
び
人
に
は
パ
リ
の
上
流
社
会
の
人
士
が
多
か
っ
た
が
、
こ
れ
以
後
は
外
国
人
の
ほ
う
が
優
勢
に
な
る
（
注
）」
と
、
イ
ギ
リ
ス
人
、
ア
メ
リ
カ
人
、
南
米
人
等
に
つ
い
て
評
し
て
い
る
。
シ
ュ
バ
リ
エ
は
岩
田
豊
雄
の
よ
う
に
笑
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い
を
取
ら
な
い
た
め
に
、
辛
辣
で
あ
る
。
た
と
え
ば
イ
ギ
リ
ス
人
女
性
の
評
判
が
惨
憺
た
る
も
の
だ
と
例
を
あ
げ
て
批
判
し
、
メ
ア
リ
ー
ピ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ド
の
快
活
な
微
笑
に
代
表
さ
れ
る
ア
メ
リ
カ
女
性
と
若
い
作
家
た
ち
の
結
婚
の
ほ
う
が
間
違
い
が
な
い
と
ア
メ
リ
カ
人
の
肩
を
持
つ
。
ア
メ
リ
カ
人
は
パ
リ
に
憧
れ
、
パ
リ
に
出
か
け
た
が
、
ア
メ
リ
カ
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ホ
ー
ル
の
方
が
モ
ン
マ
ル
ト
ル
の
「
カ
ジ
ノ
ド
パ
リ
」
の
芸
術
的
ヌ
ー
ド
よ
り
は
る
か
に
刺
激
的
な
衣
装
を
着
て
い
る
と
い
う
ポ
ー
ル
モ
ー
ラ
ン
の
指
摘
を
紹
介
し
な
が
ら
、
パ
リ
の
歓
楽
は
ア
メ
リ
カ
風
に
な
り
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ホ
ー
ル
は
ア
メ
リ
カ
の
出
し
物
に
な
っ
て
い
る
。
ス
タ
イ
ン
ベ
ッ
ク
の
「
パ
リ
に
来
る
と
、
わ
が
家
に
帰
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
」
と
い
う
指
摘
は
、
「
個
性
、
欲
望
、
幸
福
、
真
実
を
も
っ
と
も
完
全
に
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
シ
ュ
バ
リ
エ
は
解
釈
し
て
い
る
。
第
一
次
大
戦
後
の
一
九
二
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
は
、
戦
争
中
輸
出
に
よ
っ
て
成
長
し
た
重
工
業
へ
の
投
資
、
帰
還
兵
に
よ
る
消
費
の
拡
大
、
自
動
車
工
業
の
躍
進
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
疲
弊
に
伴
う
対
外
競
争
力
の
相
対
的
上
昇
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
輸
出
の
増
加
な
ど
に
よ
っ
て
「
永
遠
の
繁
栄
」
と
呼
ば
れ
る
経
済
的
好
況
を
手
に
入
れ
て
い
た
。
シ
ュ
バ
リ
エ
は
、「
一
九
二
三
～
一
九
二
四
年
か
ら
は
アメ
リ
カ
の
繁
栄

アメ
リ
カ
の
夢
の
時
代
」
で
「
ア
メ
リ
カ
の
西
部
の
騎
兵
が
、
野
蛮
人
ら
の
手
か
ら
救
っ
て
や
っ
た
純
潔
の
乙
女
に
、
恋
を
し
て
し
ま
っ
た
」
か
の
よ
う
に
「
老
い
も
若
き
も
パ
リ
の
た
め
に
ま
っ
た
く
心
を
奪
わ
れ
」
パ
リ
で
豪
遊
を
し
、
そ
の
お
蔭
で
パ
リ
の
カ
フ
ェ
コ
ン
セ
ー
ル
や
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ホ
ー
ル
の
成
功
が
あ
る
と
書
い
た
モ
ー
リ
ス
サ
ク
ス
の
文
章
を
紹
介
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
人
が
い
か
に
無
謀
な
豪
遊
を
し
て
い
た
か
は
、
一
九
二
八
年
以
降
の
経
済
恐
慌
で
財
産
を
失
っ
た
後
、
失
っ
た
も
の
が
財
産
だ
け
で
は
な
く
、
家
族
を
も
失
っ
た
こ
と
に
気
づ
い
た
チ
ャ
ー
リ
ー
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
孤
独
を
描
い
た
、
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
「
バ
ビ
ロ
ン
に
帰
る
（
B
a
b
y
lo
n
R
ev
isited
（
注
））」
か
ら
も
想
像
で
き
る
。
チ
ャ
ー
リ
ー
は
「
パ
リ
の
街
が
閑
散
と
し
て
い
る
の
を
見
て
も
、
彼
は
そ
れ
ほ
ど
が
っ
か
り
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
リ
ッ
ツ
ホ
テ
ル
の
バ
ー
の
静
け
さ
は
奇
妙
だ
っ
た
し
、
ど
こ
と
な
く
不
吉
だ
っ
た
。
そ
れ
は
も
う
ア
メ
リ
カ
人
の
バ
ー
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
に
い
る
と
な
ん
だ
か
改
ま
っ
た
気
分
に
な
っ
た
。
こ
こ
は
俺
の
店
だ
ぞ
と
い
う
雰
囲
気
は
も
う
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
既
に
フ
ラ
ン
ス
の
手
に
戻
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
だ
」
と
実
感
す
る
。
バ
ー
テ
ン
頭
の
ポ
ー
ル
に
「
ず
い
ぶ
ん
ご
損
を
な
す
っ
た
と
か
」
と
言
わ
れ
て
チ
ャ
ー
リ
ー
は
「
で
も
僕
は
、
自
分
の
求
め
て
い
た
も
の
を
す
べ
て
好
況
の
中
で
無
く
し
た
ん
だ
」
と
答
え
る
。
贅
沢
三
昧
の
時
勢
に
み
ん
な
を
焚
き
つ
け
、
派
手
に
浪
費
さ
せ
た
女
ダ
ン
カ
ン
シ
ェ
ー
フ
ァ
ー
を
「
過
去
の
亡
霊
」
と
呼
ぶ
が
、
そ
の
亡
霊
が
再
び
、
亡
く
な
っ
た
妻
の
姉
に
預
け
て
あ
っ
た
娘
を
よ
う
や
く
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
寸
前
に
現
れ
、
す
っ
か
り
立
ち
直
っ
た
チ
ャ
ー
リ
ー
に
開
こ
う
と
し
て
い
た
妻
の
姉
の
心
を
再
び
閉
ざ
し
、
娘
と
暮
ら
す
こ
と
を
断
念
さ
せ
る
。
歓
楽
と
い
う
夢
の
世
界
が
、
実
生
活
の
幸
福
を
幻
に
変
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
ア
メ
リ
カ
的
な
も
の
で
満
ち
て
い
た
パ
リ
に
降
り
立
ち
、
滞
在
し
た
岩
田
豊
雄
は
後
に
「
赤
風
車
の
ぺ
ぺ
物
語
（
注
）」
で
、
モ
ン
マ
ル
ト
ル
の
商
人
は
夢
と
幻
を
売
る
と
書
い
て
い
る
。「
春
は
花
、
秋
は
紅
葉
の
そ
れ
な
ら
で
、
賑
ひ
絶
え
ぬ
四
季
の
里
…
…
」
と
い
う
古
き
良
き
風
情
を
残
し
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
人
の
英
語
が
飛
び
交
い
、
縄
張
り
の
慣
習
を
破
る
若
い
女
が
入
り
込
み
風
儀
を
悪
く
す
る
と
い
う
当
時
を
背
景
と
し
て
、
モ
ン
マ
ル
ト
ル
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ホ
ー
ル
が
語
ら
れ
る
。
モ
ン
マ
ル
ト
ル
で
生
き
延
び
よ
う
と
す
る
者
は
、
幻
を
売
る
者
で
あ
り
、
幻
に
酔
う
者
を
引
き
寄
せ
る
。
岩
田
は
、
売
人
の
手
下
と
し
て
詐
欺
を
す
る
ぺ
ぺ
に
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
、
女
優
に
転
身
さ
せ
た
。
当
時
、
モ
ン
マ
ル
ト
ル
で
は
五
〇
歳
に
も
な
る
ミ
ス
タ
ン
ゲ
ッ
ト
の
人
気
が
群
を
抜
い
て
い
た
。
ミ
ス
タ
ン
ゲ
ッ
ト
は
美
人
で
な
く
、
悪
声
だ
が
、
美
人
以
上
の
魅
力
を
彼
女
の
怜
悧
さ
が
作
り
上
げ
た
と
岩
田
豊
雄
は
見
て
い
る
（
注
）。
モ
ン
マ
ル
ト
ル
の
ミ
ュ
ー
ジ
―35―
ッ
ク
ホ
ー
ル
で
開
発
し
た
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
を
岸
田
辰
彌
は
持
ち
帰
り
、
そ
の
後
も
白
井
鐵
造
が
学
ん
で
帰
り
、
レ
ビ
ュ
ー
と
し
た
が
、
モ
ン
マ
ル
ト
ル
の
舞
台
と
宝
塚
少
女
歌
劇
の
舞
台
の
大
き
な
違
い
は
出
演
者
で
あ
ろ
う
。
モ
ン
マ
ル
ト
ル
に
は
レ
ビ
ュ
ー
養
成
学
校
は
な
く
、
自
力
で
上
を
目
ざ
す
し
か
な
い
。
そ
こ
に
、
夢
の
質
の
違
い
が
生
ま
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
次
章
で
そ
れ
に
つ
い
て
考
察
を
す
す
め
て
い
き
た
い
。
（
注
）
1
『
宝
塚
少
女
歌
劇
二
十
年
史
』
p
105
2
同
右
p
108
3
同
右
p
174
4
同
右
p
160
5
岸
田
辰
彌
の
父
は
、
岸
田
吟
香
（
一
八
三
三
四
八
～
一
九
〇
五
六
七
）
と
い
う
「
東
京
日
日
新
聞
」
な
ど
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
、
ま
た
銀
座
の
精
錡
水
本
舗
楽
善
堂
経
営
、
回
漕
業
経
営
そ
の
他
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
上
海
と
の
往
復
も
す
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
活
躍
を
し
た
明
治
の
先
覚
者
で
あ
る
。
辰
彌
は
そ
の
五
男
で
あ
る
。
す
ぐ
上
の
兄
に
洋
画
家
、
岸
田
劉
生
が
い
る
。
一
八
九
二
（
明
治
二
五
）
年
東
京
に
生
ま
れ
、
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
帝
劇
歌
劇
部
に
入
り
オ
ペ
ラ
歌
手
と
な
り
、
新
星
歌
舞
劇
壇
な
ど
を
経
て
、
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
宝
塚
少
女
歌
劇
団
の
教
師
に
迎
え
ら
れ
た
。
そ
の
後
東
宝
株
式
会
社
に
移
り
、
一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
一
〇
月
一
五
日
去
し
た
。
夫
人
は
宝
塚
少
女
歌
劇
で
娘
役
歌
手
と
し
て
活
躍
し
た
浦
野
ま
つ
ほ
（
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
入
団
、
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
退
団
）
で
あ
る
。
6
『
宝
塚
少
女
歌
劇
二
十
年
史
』
p
161
162
7
初
出
『
歌
劇
』
（
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
九
月
）
『
宝
塚
少
女
歌
劇
二
十
年
史
』
p
162
166よ
り
引
用
し
た
。
8
岸
田
辰
彌
作
高
木
和
夫
作
曲
「
モ
ン
パ
リ
」
の
宝
塚
大
劇
場
上
演
は
次
の
五
回
で
あ
る
。
①
一
九
二
七
年
九
月
一
日
～
三
〇
日
花
組
②
一
九
二
七
年
一
〇
月
一
日
～
三
一
日
雪
組
③
一
九
二
八
年
三
月
二
六
日
～
三
〇
日
花
組
④
一
九
二
八
年
六
月
一
日
～
三
〇
日
月
組
⑤
一
九
二
八
年
八
月
一
日
～
三
一
日
花
組
東
京
初
演
は
、
一
九
二
八
年
三
月
二
六
日
か
ら
三
〇
日
。
歌
舞
伎
座
で
花
組
に
よ
り
上
演
。
9
橋
本
雅
夫
「
日
本
初
レ
ビ
ュ
ー
『
モ
ン
パ
リ
』
を
め
ぐ
る
話
（「『
宝
塚
歌
劇
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ホ
テ
ル
ス
テ
ラ
マ
リ
ス
グ
ラ
ン
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
レ
ビ
ュ
ー
伝
説
モ
ン
パ
リ
誕
生
77周
年
を
記
念
し
て
』
（
二
〇
〇
五
（
平
成
一
七
）
年
二
月
一
八
日
阪
急
電
鉄
株
式
会
社
歌
劇
事
業
部
）」
よ
り
引
用
し
た
。
10
白
井
鐵
造
の
レ
ビ
ュ
ー
「
パ
リ
ゼ
ッ
ト
」
ま
で
に
、
「
モ
ン
パ
リ
」
以
外
で
次
の
レ
ビ
ュ
ー
が
上
演
さ
れ
た
。
宝
塚
大
劇
場
公
演
の
一
覧
で
あ
る
。
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〇
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〇
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〇
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〇
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（
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30
月
日
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月
組
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組
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組
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組
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月
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組
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月
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レ
ヴ
ユ
ウ
レ
ヴ
ユ
ウ
レ
ヴ
ユ
ウ
レ
ヴ
ユ
ウ
レ
ヴ
ユ
ウ
種
類
ダ
ン
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ダ
ン
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
春
の
を
ど
り
浪
速
膝
栗
毛
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
イ
シ
ン
デ
レ
ラ
シ
ン
デ
レ
ラ
シ
ン
デ
レ
ラ
春
の
を
ど
り
春
の
を
ど
り
紐
育
行
進
曲
紐
育
行
進
曲
北
極
探
検
北
極
探
検
春
の
を
ど
り
春
の
を
ど
り
イ
タ
リ
ヤ
ー
ナ
イ
タ
リ
ヤ
ー
ナ
イ
タ
リ
ヤ
ー
ナ
兜
題
目
岩
村
和
雄
岩
村
和
雄
久
松
一
声
竹
原
光
三
宇
津
秀
男
岸
田
辰
彌

宇
津
秀
男
岸
田
辰
彌

宇
津
秀
男
岸
田
辰
彌
楳
茂
都
陸
平
楳
茂
都
陸
平
岸
田
辰
彌
岸
田
辰
彌
久
松
一
声
久
松
一
声
楳
茂
都
陸
平
楳
茂
都
陸
平
岸
田
辰
彌
岸
田
辰
彌
岸
田
辰
彌
久
松
一
声
作
者
竹
内
平
吉
川
崎
一
郎
中
谷
辰
次
郎
竹
内
平
吉
川
崎
一
郎
中
谷
辰
次
郎
中
川
栄
三
古
谷
幸
一
竹
内
平
吉
酒
井
協
古
谷
幸
一
高
木
和
夫
高
木
和
夫
高
木
和
夫
須
藤
五
郎
須
藤
五
郎
古
谷
幸
一
古
谷
幸
一
竹
内
平
吉
竹
内
平
吉
竹
内
平
吉
竹
内
平
吉
竹
内
平
吉
竹
内
平
吉
竹
内
平
吉
三
善
和
気
作
曲
者
11
注
9に
同
じ
。
12
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ウ
ォ
ー
カ
ー
プ
ラ
ス
（
h
ttp
://
m
o
v
ie.w
a
lk
erp
lu
s.co
m
/
m
v
14729/
）
よ
り
の
デ
ー
タ
。
映
画
の
原
題
「
M
o
n
P
a
ris
L
a
R
ev
u
e
d
es
R
ev
u
es」
日
本
で
の
配
給
は
安
川
商
店
。
出
演
者
に
は
黒
人
美
女
で
有
名
な
ジ
ョ
ゼ
フ
ィ
ン
ベ
ー
カ
ー
を
始
め
、
リ
ラ
ニ
コ
ル
ス
カ
、
エ
ル
ナ
カ
リ
ー
ズ
、
コ
マ
ロ
ワ
夫
人
、
ロ
ン
ド
ニ
ア
及
び
「
サ
ラ
ム
ボ
オ
」
出
演
の
ジ
ャ
ン
ヌ
ド
バ
ル
ザ
ッ
ク
等
の
人
気
俳
優
が
妖
艶
を
競
っ
て
い
る
。
ジ
ョ
セ
フ
ィ
ン
ベ
ー
カ
ー
の
人
気
も
あ
り
、
か
な
り
ヒ
ッ
ト
し
た
よ
う
で
あ
る
。
13
ル
イ
シ
ュ
バ
リ
エ
著
『
歓
楽
と
犯
罪
の
モ
ン
マ
ル
ト
ル
』
（
河
盛
好
蔵
他
訳
一
九
九
九
年
二
月
一
〇
日
ち
く
ま
学
芸
文
庫
）
p
277
287
14
村
上
春
樹
著
『
バ
ビ
ロ
ン
に
帰
る

ザ
ス
コ
ッ
ト
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
ブ
ッ
ク
2』（
一
九
九
六
四
七
中
央
公
論
社
）
p
137
176
15
岩
田
豊
雄
著
『
脚
の
あ
る
巴
里
風
景
』（
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
七
一
〇
白
水
社
）
16
ミ
ス
タ
ン
ゲ
ッ
ト
（
一
八
七
三
一
九
五
六
）
に
つ
い
て
岩
田
豊
雄
は
、
ミ
ス
タ
ン
ゲ
ッ
ト
の
怜
悧
さ
が
今
の
人
気
あ
る
地
位
を
築
い
た
と
の
べ
て
い
る
。
注
15掲
載
書
で
、
「
ミ
ユ
ジ
ツ
ク
ホ
ー
ル
の
女
王
で
あ
る
。
巴
里
の
名
物
で
あ
る
。
仏
蘭
西
の
マ
ス
コ
ツ
ト
で
あ
る
。
（
略
）
彼
女
は
反
歯
で
下
り
眤
で
、
ど
う
贔
屓
目
に
み
て
も
、
美
人
と
云
へ
な
い
。
さ
う
し
て
、
も
う
五
十
を
越
し
た
と
さ
れ
る
婆
さ
ん
で
あ
る
。
そ
の
う
へ
生
来
の
悪
声
と
き
て
ゐ
る
。
（
略
）
彼
女
の
芸
は
一
個
の
不
思
議
で
あ
る
。
（
略
）
恐
ら
く
仏
蘭
西
に
於
け
る
最
も
怜
悧
な
女
の
一
人
で
あ
ら
う
。
彼
女
は
、
美
人
で
な
い
女
が
い
か
に
し
て
美
人
以
上
の
魅
力
を
齎
ら
し
う
る
か
を
、
熟
知
し
て
ゐ
る
。
」
（
p
150）
ま
た
「
ス
ケ
ッ
チ
」
と
い
う
、
写
実
的
な
舞
台
で
写
実
の
物
語
を
演
じ
、
あ
る
急
所
に
く
る
と
踊
り
が
始
ま
る
と
い
う
不
自
然
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
イ
キ
な
演
出
を
も
考
え
出
し
た
と
言
っ
て
讃
え
て
い
る
。
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新
聞
社
）
6
津
金
澤
聡
廣
、
近
藤
久
美
著
『
近
代
日
本
音
楽
と
タ
カ
ラ
ヅ
カ
』
（
二
〇
〇
六
五
一
〇
世
界
思
想
社
）
7
土
師
清
二
著
『
吟
香
素
描
』（
昭
和
三
四
一
二
一
〇
東
峰
書
院
）
8
村
上
春
樹
著
『
バ
ビ
ロ
ン
に
帰
る

ザ
ス
コ
ッ
ト
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
ブ
ッ
ク
2』（
一
九
九
六
四
七
中
央
公
論
社
）
9
ル
イ
シ
ュ
バ
リ
エ
著
『
歓
楽
と
犯
罪
の
モ
ン
マ
ル
ト
ル
』（
河
盛
好
蔵
他
訳
一
九
九
九
二
一
〇
ち
く
ま
学
芸
文
庫
）
10
和
田
博
文
他
著
『
パ
リ
日
本
人
の
心
象
地
図
』（
二
〇
〇
四
二
二
五
藤
原
書
店
）
11
和
田
博
文
他
著
『
言
語
都
市
パ
リ
1862
1945』（
二
〇
〇
二
三
三
〇
藤
原
書
店
）
12
渡
辺
裕
『
宝
塚
歌
劇
の
変
容
と
日
本
近
代
』（
一
九
九
九
一
一
五
新
書
館
）
13
渡
辺
裕
『
日
本
文
化
モ
ダ
ン
ラ
プ
ソ
デ
ィ
』（
二
〇
〇
二
一
一
二
〇
春
秋
社
）
14
『
宝
塚
歌
劇
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ホ
テ
ル
ス
テ
ラ
マ
リ
ス
グ
ラ
ン
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
レ
ビ
ュ
ー
伝
説
―
モ
ン
パ
リ
誕
生
77周
年
を
記
念
し
て
』
（
二
〇
〇
五
（
平
成
一
七
）
年
二
月
一
八
日
阪
急
電
鉄
株
式
会
社
歌
劇
事
業
部
）
（
お
お
た
れ
い
こ
日
本
語
日
本
文
学
科
）
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